平成21年度医療懇談会

平成21年7月4日（土）午後7時よりプリンセスガーデンホテルにて、キリンビールやパナソニックなど一流企業の管理職役員や幹部役員のみを対象とした人材育成動機づけコンサルタントである、五十嵐コンサルタント（株）・自己啓発センター（有）代表取締役・五十嵐英憲氏をお招きして、演題「歯科医院管理職のための自己啓発セミナー・マネジメントのあり方を考える！」についてご講演を賜りました。

院長は「プレーイング・マネジャー」として、歯科医師としての「腕」を磨くことと医院経営の「マネジメント」をしっかりと行うことが求められます。そのマネジメントの概念定義は「目的論＋機能論」にまとめられます。目的論としまして、医院業績の向上と働きがいの醸成が挙げられます。従業員の働きがいには、外発的動機付けである賃金や承認欲求が満たされること、内発的動機付けである仕事の面白さと責任感、自己成長の実感などが考えられます。それらを機能論として「患者満足目標」と「従業員満足目標」の観点から、わかりやすく説明されました。

本講演では、今話題の「コーチング」すなわち従業員の潜在的可能性や自主性を促すだけでなく、コーチングするに満たないレベルの人には教え込む「ティーチング」も必要であると位置づけ、それらを組み合わせて従業員教育することを目的とし、従業員をヤル気にさせる動機づけとして、その中で８割をほめるなど肯定的に、２割を叱るなど否定的な動機づけを行うことが効果的で、決して無視をする、嫌味を言うなど関心と愛情がない態度をとらないことが大切であることを強調されておりました。先生方も参考にされてみてはいかがでしょうか。

我が身を省みて今後の医院経営の参考となり、新しい知見を得ることができる話ばかりで、大変有意義なご講演でした。


